
編
集
部
　
新
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る

重
要
な
事
項
の
、
す
べ
て
の
基
盤
と
な

る
考
え
方
が
、「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育

課
程
」で
す
。
そ
れ
は
、「
よ
り
よ
い
学

校
教
育
を
通
し
て
よ
り
よ
い
社
会
を
創

る
」
と
い
う
理
念
を
学
校
と
社
会
と
が

共
有
し
、
連
携
・
協
働
し
な
が
ら
、
生

徒
に
必
要
な
資
質
・
能
力
を
育
む
こ
と

な
く
、
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
け
る

の
か
、
そ
し
て
、
あ
る
べ
き
地
域
連
携

を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
視
点
は
ど

の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。
地
域
連
携
を

先
進
的
に
実
践
し
て
き
た
３
校
の
先
生

方
と
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

編
集
部
　
そ
れ
で
は
、
３
校
の
先
生
方

に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
実
践
し
て
い
る
地
域

連
携
を
簡
単
に
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

埼
玉
県
立
小
川
高
校
・
篠
田
俊
文
　
本

校
で
は
、
文
部
科
学
省
「
地
域
と
の
協

働
に
よ
る
高
等
学
校
教
育
改
革
推
進
事

業
」（
地
域
魅
力
化
型
）の
指
定
を
受
け
、

地
域
人
材
の
協
力
を
得
な
が
ら
地
域
の

実践紹介現状整理 見解提示

座談会

を
目
指
す
も
の
で
す
。
近
年
、
多
く
の

高
校
が
、
学
校
や
生
徒
に
と
っ
て
身
近

な
社
会
で
あ
る
地
域
と
連
携
し
た
教
育

活
動
、い
わ
ゆ
る「
地
域
連
携
」に
取
り

組
ん
で
お
り
、『
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ 

ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
』

高
校
版
の
読
者
モ
ニ
タ
ー
を
対
象
に
実

施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
半
数

近
く
の
学
校
が
地
域
連
携
を
行
っ
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、

「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」な
ど
で
、
地

域
の
問
題
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
は
、

「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」
の
１

つ
の
形
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
、
現
場
の
教
師
か
ら
は
、
地

域
連
携
に
お
け
る
課
題
と
し
て
、
次
の

よ
う
な
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

現
場
の
声
①
「
特
定
の
教
師
に
負
担
が

集
中
し
て
い
る
」

現
場
の
声
②
「
一
部
の
教
師
の
取
り
組

み
で
あ
り
、
学
校
の
取
り
組
み
と
し
て

の
持
続
可
能
性
が
感
じ
ら
れ
な
い
」

現
場
の
声
③
「
取
り
組
み
の
意
義
を
理

解
し
て
い
な
い
生
徒
、
教
師
が
い
る
」

現
場
の
声
④
「
負
担
が
大
き
い
割
に
は
、

成
果
が
見
え
に
く
い
」

現
場
の
声
⑤
「
地
域
が
生
徒
を
『
人
手
』

と
見
て
い
る
よ
う
に
感
じ
、
学
び
に
結

び
つ
く
活
動
に
な
っ
て
い
な
い
」

　
ど
の
よ
う
な
地
域
連
携
を
目
指
せ

ば
、
①
〜
⑤
の
よ
う
な
声
を
生
む
こ
と

「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」
の

実
現
に
向
け
て
必
要
な
地
域
連
携

地
域
連
携
の

あ
り
方
を
問
う

─
座
談
会
─

先
進
的
に
地
域
連
携
を
進
め
る

３
校
の
実
践
か
ら
学
ぶ

取
り
組
み
が
広
が
る
一
方
で
、

課
題
も
多
い
地
域
連
携

埼
玉
県
立
小
川
高
校
　教
頭
　篠
田
俊
文

熊
本
県
立
熊
本
工
業
高
校

　土
木
科
科
長

　猿さ
る

渡わ
た
り

和
博

宮
崎
県
立
都み

や
こ
の
じ
ょ
う城

西に
し

高
校

　フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
科
主
任

　福
田
映え

り

李い

「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」
を
実
現
す
る
上
で
も
重
要
な
「
地
域
連
携
」。
先
進
的
に
地
域
連

携
に
取
り
組
ん
で
き
た
３
校
の
教
師
が
、
あ
る
べ
き
地
域
連
携
の
姿
と
、
そ
の
実
現
に
必
要
な
視

点
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
。

現
状
整
理
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指
定
校
で
あ
る
本
校
で
は
、
土
木
科
、

建
築
科
、
イ
ン
テ
リ
ア
科
の
３
科
に
お

い
て
、
産
学
官
協
働
に
よ
り
「
災
害
対

応
型
エ
ン
ジ
ニ
ア
」
を
育
成
す
る
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
て
い
ま
す
。
授

業
で
は
な
か
な
か
接
す
る
機
会
が
な
い

新
技
術
、
そ
し
て
、
企
業
や
大
学
が
取

り
組
ん
で
い
る
課
題
や
、
職
業
人
や
研

究
者
が
注
い
で
い
る
情
熱
に
生
徒
が
触

れ
ら
れ
る
場
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

宮
崎
県
立
都
城
西
高
校
・
福
田
映
李
　

２
０
２
１
年
度
か
ら
「
総
合
的
な
探
究

の
時
間
」
で
、
地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に

し
た
探
究
学
習
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

１
年
次
に
探
究
学
習
の
進
め
方
な
ど
を

学
ん
だ
上
で
、
２
年
次
に
企
業
と
連
携

し
、
社
会
問
題
の
解
決
に
つ
い
て
探
究

し
ま
す
。
地
方
公
立
高
校
の
普
通
科
で

は
、
少
子
化
や
学
区
制
の
撤
廃
な
ど
で

生
徒
の
多
様
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
生

徒
に
は
、
主
体
性
を
発
揮
し
、
学
び
続

け
る
た
め
に
必
要
な
自
己
肯
定
感
を
育

む
た
め
の
１
つ
の
チ
ャ
ン
ス
に
し
て
ほ

し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

編
集
部
　

3
校
の
取
り
組
み
の
詳
細
な

内
容
を
次
ペ
ー
ジ
か
ら
の
実
践
紹
介
で

お
伝
え
し
た
上
で
、12
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、

3
校
の
取
り
組
み
も
踏
ま
え
な
が
ら
、

地
域
連
携
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
そ
し

て
、
現
場
の
声
①
～
⑤
の
よ
う
な
課
題

を
ど
の
よ
う
に
し
て
乗
り
越
え
て
い
け

ば
よ
い
の
か
に
つ
い
て
、
３
校
の
先
生

方
と
と
も
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

＊　「おがわ学」ホームページ　https://sites.google.com/center.spec.ed.jp/ogawagaku/

教
育
資
源
を
活
用
し
、
探
究
的
な
学
習

に
取
り
組
む
「
お
が
わ
学
」
を
、「
総

合
的
な
探
究
の
時
間
」
や
各
教
科
の
授

業
等
に
お
い
て
展
開
し
て
い
ま
す
。小・

中
学
校
、
高
校
と
、
連
続
性
を
持
っ
た

取
り
組
み
で
あ
り
、
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
立
ち
上
げ
、
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
や
授

業
動
画
も
公
開
し
て
い
ま
す
（
＊
）。

熊
本
県
立
熊
本
工
業
高
校
・
猿
渡
和
博
　

文
部
科
学
省 「
ス
ー
パ
ー・プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」
事
業
の

教
頭篠田

俊
文　

し
の
だ
・
と
し
ふ
み

教
職
歴
22
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
２
年

目
。

土
木
科
科
長

猿
渡
和
博　

さ
る
わ
た
り
・
か
ず
ひ
ろ

教
職
歴
33
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
11
年

目
。
工
業
科
。

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
科
主
任

福
田
映
李　

ふ
く
だ
・
え
り
い

教
職
歴
12
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
７
年

目
。
理
科
（
生
物
）。

先進的に地域連携を実践してきた
３校の取り組みの詳細を、次ページから紹介

埼
玉
県
立
小
川
高
校

熊
本
県
立
熊
本
工
業
高
校

宮
崎
県
立
都
城
西
高
校

進
学
選
抜
ク
ラ
ス
と
普
通
ク
ラ
ス
を
設
置
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
希
望
進
路
の
実
現
を
目
指
す
。
全
国
大
会
23
年
連
続
出

場
の
少
林
寺
拳
法
部
、
全
国
大
会
常
連
の
グ
ロ
ー
カ
ル
メ

デ
ィ
ア
研
究
部
（
放
送
部
）
を
始
め
、
部
活
動
も
盛
ん
。

設
立
　
１
９
２
５
（
大
正
14
）
年
　

形
態
　
全
日
制
・
定
時
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
２
０
０
人
（
全
日
制
）

２
０
２
１
年
度
進
路
実
績
（
現
役
の
み
）　
４
年
制
大
は
、
城
西

大
、
駿
河
台
大
、
国
士
舘
大
、
大
東
文
化
大
、
拓
殖
大
、
東
京

国
際
大
、
東
京
電
機
大
、
東
洋
大
、
立
教
大
、
立
正
大
な
ど
に

延
べ
60
人
が
合
格
。
短
大
・
専
門
学
校
進
学
94
人
。
就
職
29
人
。

明
朗
真
摯
・
創
意
工
夫
・
友
愛
協
調
を
教
育
綱
領
に
掲
げ

る
。
春
・
夏
合
わ
せ
て
計
43
回
の
甲
子
園
出
場
を
誇
る
野

球
部
な
ど
、
全
国
大
会
へ
の
出
場
経
験
を
持
つ
部
が
多
い
。

設
立
　
１
８
９
８
（
明
治
31
）
年

形
態
　
全
日
制
・
定
時
制
／
機
械
科
・
電
気
科
・
電
子
科
・
工

業
化
学
科
・
繊
維
工
業
科
・
土
木
科
・
建
築
科
・
材
料
技
術
科
・

イ
ン
テ
リ
ア
科
・
情
報
シ
ス
テ
ム
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
４
０
０
人
（
全
日
制
）

２
０
２
１
年
度
進
路
実
績
（
現
役
の
み
）　
国
公
立
大
は
、
佐
賀

大
、
熊
本
大
、
大
分
大
な
ど
に
９
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
専

修
大
、
東
海
大
、
東
京
農
業
大
、
関
西
大
、
福
岡
大
な
ど
に
延

べ
48
人
が
合
格
。
短
大
・
専
門
学
校
進
学
48
人
。
就
職
２
７
２
人
。

校
訓
に
、
理
想
（Ideal

）、
優
雅
（G

race

）、
自
主
自
律

（Independence

）
を
掲
げ
る
。
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
科
は
、
探

究
学
習
や
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
授
業
を
通
じ
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に

活
躍
で
き
る
研
究
者
・
技
術
者
の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。

設
立
　
１
９
６
２
（
昭
和
37
）
年
　

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
２
４
０
人

２
０
２
１
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　
国
公
立
大
は
、

九
州
大
、
熊
本
大
、
宮
崎
大
、
鹿
児
島
大
、
北
九
州
市
立
大
、

宮
崎
県
立
看
護
大
、
宮
崎
公
立
大
な
ど
に
42
人
が
合
格
。
私
立

大
は
、
専
修
大
、
東
海
大
、
久
留
米
大
、
西
南
学
院
大
、
福
岡
大
、

南
九
州
大
な
ど
に
延
べ
１
８
３
人
が
合
格
。

◎
学
校
概
要

◎
学
校
概
要

◎
学
校
概
要

地域連携のあり方を問う
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